
多良中のみなさんへ           R4．９．27 文責：小園絵美 

『主体的』に家庭学習に取り組んでいますか？ 

前回の通信でお伝えした『主体的』について、今回は家庭学習編です。“宿題は自分でやっているか

ら、主体的なのでは？“と思った人もいるかもしれません。しかし、『主体的』に（＝自分の頭で考えて）

家庭学習に取り組めている人は意外と少ないのではないでしょうか。M さんの自学ノートを例に３つ

の項目で見てみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

以前の Mさん 

ここで紹介したのは自学ノートの取り組み方の

一例ですが、ワークやプリントも、目的意識をもっ

て『主体的』に取り組むことはできるはずです。自

分なりのよい方法を見つけていって下さいね。 

 

目的意識をもって取り組むようになったことで、M さ

んの自学ノートの取り組み方は、大きく成長しました。

さらに最後の５分間で、自学ノートを見返したり、頭に

入っているのかを確認したりすれば、勉強したことが

さらに定着するはずです。 

 
 

何を書けばいいんだろう？ 

宿題だから、やらなくちゃ…。 

とりあえず、授業のノートをそ

のまま写しておこうかな。 

 

Ｍさんは、“自学ノートを

通して、何ができるように

なりたいのか”という目的

意識がないままま、『受け

身』の姿勢で取り組んでい

ました。そのため、自学ノ

ートをする意味はあるの

だろうかと疑問に感じて

いました。 

2学期に入って、Ｍさんは、その日の授業を振り返ってみて、自分に必要なこと（＝目標）を最初

に決め、その達成のために自学ノートを使うことにしました。 

２学期後半のＭさん 

３つの項目で見てみると… 

□ 目的意識をもって取り組んでいますか？ ⇒ただ何となく取り組んでいる 

□  ⇒授業ノートをそのまま写している 

□ 自分の学習を振り返っていますか？ ⇒テスト前の見直しに使っているが、その日に振り返ることはしない 

「自学ノートを通して、これができるようになりたい!!」 

Ｍさんの変化① 

授業ノートにはない、自分なりのポイントやまとめ

を書くようになりました！ 

Ｍさんの変化② 

ノートを埋めるのではなく、目的に合わせて、1ペ

ージを使うようになりました！ 

 

さらに、よい変化が･･･ 


